
【件名】 

かまくらスーパープレミアム商品券の販売について 

 

【内容】 

先日販売され、大好評の内に完売した「かまくらスーパープレミアム商品券」ですが、市民の中には

買いたくても買うことが出来ず、不満の声も寄せられていました。 

もちろん、限られた予算ですから、買いたい人の全員が買える訳ではないことは承知していますが、

それでも少しでも多くの市民が恩恵に与れるよう、創意工夫の余地が残されていると考えます。 

商品券の販売日が 10 月 1日（木）2日（金）と平日のみでしたが、多くの働き盛り世代は時間がとれ

ず、買いに行けませんでした。 

商品券のプレミアムは、経済的余裕の少ない（ことの多い）若い働き盛り世代にこそ必要であると考

えます。また、商品券を一度に売り切ってしまうのも考えものです。 

例えば販売日を金曜・土曜の 2日連続にして、金曜日は金曜日の分を、土曜日は土曜日の分をそれぞ

れ売れば、働き盛り世代も買いに来やすくなるのではないでしょうか。 

そして、一人当たりの販売上限額を抑えることで、より多くの市民に商品券が行き渡ることが期待出

来ます。以上をまとめると、このようになります。 

（1）商品券は一日ですべてを売らない。 

（2）販売日を、平日と休日に設定する。 

（3）一人当たりの販売上限額を抑える。 

もちろん、鎌倉市だけでルールを決めたり変えたりできる性質の事業ではないと思われますが、行政

からもより公益に適うよう働きかけて頂けるよう、要望する次第です。 

どうかご検討頂けましたら幸いです。 

 

【回答】 

かまくらスーパープレミアム商品券事業は、国の地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金を活用

し、市内の消費喚起を図るため、これまで 2度の実績を持つ鎌倉商工会議所に協力をお願いし、商工会

議所への補助事業として実施しています。 

これまで 2度の商品券事業では完売までに日数を要しており、鎌倉商工会議所では、前回好評であっ

た鎌倉・大船における「特設販売所」の販売期間拡大や、前回と同様に店舗等の詳細を記載した PR 紙

の市内全戸配布などに取り組むとともに、取扱登録店を追加して、より皆様に活用していただけるよう

に努めたところです。 

しかしながら今回は、発売当初から各販売所において、予想を超える購入希望者が来場し、初日完売

となったことから、ご指摘にあるように、購入機会が得られなかった等、不快な思いをされた方がいら

っしゃったことにつきまして、大変申し訳なく思っております。 

いただいたご意見は鎌倉商工会議所へも伝え、今後同様な事業を実施する場合には、より充実したも

のとなるよう努めてまいります。 
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